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科学技術イノベーションの 経済的条件の 分析について 

0 刊 l@ 尚志 ( 内閣府経済社会総合研 / 科学技術振興機構 ) 

里宣 

あ る。 

医大学職員録 ) から無作為で 抽出した約五万人 
  56 の公的研究機関で 研究リーダーを 務められてい 

る 方々 ( 職員録 ( 国立印刷局りから 無作為で抽出 

  上場企業約 3800 社から小売、 卸売、 不動産、 金融   
証券等を除いた 約 3000 社の技術開発部門長の 職に 

ベンチヤ一企業約 2300 社 ( 日経ベンチヤ 一企業 牢 

  から小売、 卸売、 不動産。 金融。 証券等を除い 
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ア ．新技術等の 
杜 金的受容性 

ウ ．新妓 爾 の事前評価の 

キ ．人材の賈 成 ，確保 

 
 

オ ．産字 宮 の 連魑 体制 

め 不足感が特に いものについて 

面 に必ずしもいなかった 

において我が 国の 

ついてシステムを 形成す 
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ア ．新妓 衞等の 

( 出所 ) 第 1 図に同じ 

オ ．産学宮の連携体制 

    

。 シ マド。 一   
なお、 3 つの方式の基本的な 違いは 

隠 しないものが 方式           

  



一ザ ( 半導体レーザ ) 

上がった新しい 製品やサービスの 企業化をする 

1 。 「破壊的技術の   ; これは当初低い 技術水準から 始まって価格が 安く 、 利 

少ないため大企業は 評価しないが。 次第に水準が 上昇し 存の技術とマーケットを 破壊して 

い くという性格の 技術を指す。 事例 究 では高速ネットワーク 光源に利 

レーザ、 レーザプリンターが 将来「破壊的技術」となる 可能性のあ る 具 

た し。 

調査の属性別調査結果からも 一定規 0 市場規模が見込めない 

ては企業で取り 上げることが 難 であ ることが示唆されている。 

2 。 「政府調達の   ; 政府調達の間 の 一つとして電電公社の 民営化により 

支援や調達が 減少したことの 影響の 

面 があ ること。 制度的枠組みの 変化 代 では新たな仕組みの 必要性が 

指摘された。 

以上が今年度の 調査から得られた 結果の概要であ る。 但し本プロジェクトの 調 

約 があ るため、 結果の利用や 解釈についてはその 点十分留意する 必要があ る。 

本 プロジ ヱクト の核となる 意 、 分析に当たって は 、 さらに学識経験 

力 を得て行った。 深く感 し 上げたい。 このよ 

さやかではあ るが、 今後科学技 イノベーションを 

携 ( 「ナショナル。 イノベーション。 エコシステム」 ) の一部を 

成するものと 考える。 

  


